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・公園・緑地等の維持管理について、地域の高齢化等により担い手不足地域も多いことから、現状方法での管理運営委託を行うことが困難に
なりつつあり、適切な維持管理を継続していける仕組みについて検討を行います。
・誰もが安心・安全で快適に利用できる公園となるよう、公園施設長寿命化計画に基づき、引続き遊具更新や施設改修を行っていきます。
・多様な世代が公園に集い・憩う交流の場として形成していけるよう、地域等と相談しながら、遊具や健康器具の設置を進めて行きます。
・公園・緑地で台風や立ち枯れにより道路や周辺の人家等に倒木の恐れがある樹木の倒木を未然に防ぐため、危険木の伐採を行います。

2020
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2022
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４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・公園・緑地等の維持管理について、地域づくり組織等の団体に管理運営委託を行っていますが、地域の高齢化等により担い手不足地域も多
いことから、現状の質や量を維持することが困難になり、契約解除に至ったり、委託解除の相談を受けています。
・公園施設については、公園施設長寿命化計画に基づき老朽化している施設の更新を行うことで安全性を維持しておりますが、毎年行ってい
る公園遊具保守点検の結果を踏まえた計画変更が必要になっています。
・公園利用者や緑地近接家屋の安心安全を確保するため、倒木の恐れのある危険木を伐採する必要があります。
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５．分析結果を踏まえた新総合計画推進に向けた施策の取組内容（令和５年度以降）

目標 -

成果

- -
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43 45 45 46

45

82.0

施策評価管理シート

施　　策

5

3

基本施策

政　　策 2施
策
体
系 公園・緑地

快適な生活環境づくり

都市整備部

部局長名

伊集院　時仁

美しい自然に包まれ 快適に暮らせるまち

担当部局（室）名

○ ユニバーサルデザインの理念に基づき、誰もが安心して利用できる公園整備を進めます。
○ 身近な施設である都市公園やダム周辺の親水公園については、地域づくり組織をはじめとする多様な主体と連携して適切な維持管理を行
い、快適な憩いの空間確保に取り組みます。
○ 住宅地の緑地については、地域づくり組織をはじめとする多様な主体と連携して樹木の適切な手入れを行い、緑地本来の機能である快適
な緑の空間を創出します。

81.8

１．施策の基本方針（目指す将来像）

目標 -

成果 82.0

76.9

２．令和４年度の取組内容及びその成果

市内の公園のうち、地域づくり組織等が維持管理をしている割
合　（％）

75.2

- -

・公園・緑地等の維持管理について、地域づくり組織やボランティア団体等に公園・緑地の管理運営委託を行いました。地域づくり組織等が
公園・緑地を維持管理することで、公園・緑地がより身近な施設として地域住民等に捉えられることから、多様な世代が楽しみながら交流を
図れる場を提供することが出来ました。
・誰もが安心・安全で快適に利用できる公園となるよう、老朽化が進む公園遊具は公園施設長寿命化計画に基づき計画的に更新を行ってお
り、公園施設の遊具更新を行いました。
・台風等により公園・緑地から人家等に倒木の恐れのある樹木については、倒木を未然に防ぐため、危険木として伐採を行いました。

76.5

３．施策指標（目標）の達成状況

達成率
基準値
（H29)

-

2018
(H30)

2019
(R1)

43

市内の緑地のうち、地域づくり組織等が維持管理をしている件
数　（件）

76.0

目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

水辺や緑とのふれあいに満足している市民の割合　（％）
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＊R4決算額が事業費1,000千円以上の事務事業を掲載しています（施設等維持管理、内部管理事務の事業を除きます）。

施策を構成する主な事務事業

単位：千円

会計 事務事業名 部局名 室名 令和4年度内容 R4決算額
うち

一般財源

一
般

社会資本整備総合
交付金事業（公園
施設長寿命化）

都市整備
部

維持管理
室

（令和3年度繰越分）
公園施設長寿命化計画に基づき、施設整備を行いました。
・対象　8公園（10施設）

14,002 2


